
「責任あるサプライチェーンと質の高いインフ
ラに関する市民社会の提言」発表資料：	
「質の高いインフラ投資」	
に関するNGO提言	

2016年5月25日	
「環境・持続社会」研究センター(JACSES)	

田辺有輝	



「質の高いインフラ投資」の要素	

出典：「質の高いインフラ事例集」	



出典：「質の高いインフラ事例集」	



ナムニアップ1水力発電事業の環境社会問題	
•  想定される環境社会影響：	

–  下流の水質悪化（飲用・生活用水）。	
–  下流の水量平準化により乾季河岸農業が困難に。	
–  流域73km、水没地7600haの改変に伴う希少生物への影響。	
–  魚類・漁業への影響。	
–  バイオマス除去の不徹底によるGHG排出増。	
–  移転住民の貧困化。	
–  生物多様オフセットの効果が疑問。	

•  環境社会配慮政策実施上の課題：	
–  代替案検討が不十分で、最初からダムありき。	
–  累積的影響の評価が不十分で、生物多様性オフセットへの過度な期
待。	

–  生計回復プログラムが不十分。農産物の販路開拓が不透明。	
–  住民との協議が不十分。女性の参加が不十分。一党独裁の政治状
況に配慮した協議が行われていない。	

出典：メコン・ウォッチ「ファクトシート」	



「質の高いインフラ投資」の技術例	

出典：「質の高いインフラ事例集」	



◆2℃目標達成に必要な排出量と約束草案
に基づいた将来の排出量予測	

パリ協定（2℃目標）達成のために残された炭素予算	

→国際エネルギー機関（IEA）は2度目標を
50％の確率で達成するには2017年以降、
炭素排出ゼロの発電所を建設し続ければ
ならないと指摘。	

◆2℃目標達成に必要なエネルギー部門
の排出量と高効率設備導入シナリオ	

→今後建設される石炭火力発電所がすべ
て先進型超々臨界圧（A-USC）であっても、
2030年代に発電部門における2℃目標の
上限を超過すると指摘。	 6	

出典：IEA「World	Energy	Outlook	Special	Report	2015:	
Energy	and	Climate	Change」	

出典：Ecofys「高効率の石炭技術は2℃と矛盾する」	



「質の高いインフラ輸出拡大イニシアティブ」	
（5月24日政府発表）の問題	

主なポイント	 課題	

今後5年間にインフ
ラ分野に2000億ド
ル（約22兆円）を資
金供給。	

2014年の実績は19兆円だが、環境社会
配慮等の体制・人員の強化なしに資金供
給だけを拡大するのは質の低下に繋がる
可能性がある。	

円借款を更に迅速
化（F/S調査から着
工まで5年程度→
最低1年半に）	

環境アセスでは最低2シーズンの現場調
査が必要で、住民協議もスコーピング段
階と報告書ドラフト段階が必須。無理な迅
速化は質の低下に繋がる可能性がある。	

JICA海外投融資の
出資上限を緩和
（25％から50％へ）	

採算性悪化によりJICAの出資引き上げが
困難な案件が増加したことから厳しくなっ
た経緯がある。問題再発の恐れがあり、
質の低下に繋がる可能性がある。	



「質の高いインフラ投資」に関する提言	

1.  環境社会配慮基準の適切な実施と体制強
化（人員拡大・説明責任強化等）を確保する
こと。	

2.  パリ協定の目標との整合性を確保すること
（石炭火力発電を除外すること）。	

3.  無理な資金量拡大・迅速化・柔軟化を行わ
ないこと。	


